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また,筋肥大におけるmTORのリン酸化はその上流のAkt
のリン酸化とは独立した系で制御されている事が報告され
ている.本研究の結果から,腱板大断裂モデルラットにお
いて残存する小円筋に代償性筋肥大が生じていることが形
態学的,生化学的に確認された.
37．乗馬外傷の治療経験
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【目 的】 自然や馬に触れ合うだけでなく有酸素運動にも
なる乗馬は,人気あるスポーツの1つであるが,落馬や馬
からの直接損傷により外傷を生じる場合があり,受傷機転
から高エネルギー外傷に成り得る.当院は群馬県馬事公苑
から10 km以内の距離にある最短の救命救急センターで
あり,乗馬外傷発生時には収容先として重要な役割を有し
ている.今回,当院で経験した乗馬外傷の症例を検討した.
【症 例】 ①20歳,女性.本学馬術部の学生で,練習中に
落馬し馬の下敷き状態となり,その後,馬に胸腹部を数回
蹴られて受傷,当院へ救急搬送された.来院後の精査で外
傷性肝損傷 (?b型)を認めたため緊急血管造影検査を
行ったが明らかな血管外漏出像は無く,保存的加療を行い,
第37病日に軽快退院した.②36歳,女性.乗馬中に落馬し
腰部を打撲,体動困難のため当院へ救急搬送された.精査
で第12胸椎圧迫骨折がみられた.保存的加療を行い,第17
病日リハビリ目的に転院となった.③66歳,女性.乗馬中
に落馬し馬に左胸を踏まれ受傷し当院へ救急搬送された.
精査で左血気胸,肺挫傷および左多発肋骨骨折 (第?～?)
と診断され,救急外来で胸腔ドレーンを挿入した.経過良
好で第3病日にドレーン抜去し第8病日に退院となった.
【結 語】 乗馬外傷は高エネルギー外傷になり得るため,
慎重な受傷機転の聴取や全身診察が重要であり,診察の際
には外傷初期診療の手順が有用と考える.
38．BPSDで家族が困っている認知症高齢者へのケア
―看護小規模多機能型居宅介護で対応した症例―
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【目 的】 認知症をもちながらも自宅で生活している高齢
者に,看護小規模多機能型居宅介護でBPSDへの対応を工
夫し,本人及び家族にも効果をもたらしたケアを明らかに
した.【症 例】 80歳代後半女性A氏はFAST stage 6d
のアルツハイマー型認知症.BPSDは入浴拒否,尿パッド交
換拒否,収集癖がみられた.家族はBPSDの対応に当惑し
ていた.看護小規模多機能型居宅介護で宿泊と在宅時の配
食サービス・排泄ケアを利用.【倫理的配慮】 対象者に,
学会等で発表すること,その際には個人情報保護に注意す
ること等を書面にて説明し同意を得た.【方 法】 ユマニ
チュード?を利用し,入浴拒否には,自助具の導入,手桶
け・洗面器・日本手ぬぐいの使用,本人のペースで脱衣後に
肩にバスタオル,陰部へタオルをかける,椅子に座ったら
洗面器で足浴,ハンドマッサージ・マッサージ,効率的な脱
衣室・浴室・浴槽間の歩行動線,浴槽から出ることがわかる
ように歌う,曲を流す.尿パッド交換拒否には,パッドを1
枚本人に渡しその間に交換.収集癖には,日本手拭いと作
成したポケット式エプロンを着用.BPSDに上手く対応で
きた方法は家族にパンフレットにして説明した.【結
果】 入浴拒否は導入がスムーズになり,裸で湯をかける
時は大声を出すことがあったが,タオルをかけると落ち着
き,入浴後はありがとうと笑顔になった.尿パッド交換も
抵抗なくスムーズにできた.収集癖はエプロンを率先して
着用し物を入れて笑顔がみられた.家族も具体的な対応が
わかり助かりますという発言が聞かれた.【考 察】
BPSDは,?身体的苦痛(寒さ・支えによる痛み)」「不快(羞
恥心)・不安(何も着ていない,何も持っていない)・恐怖体
験(脱衣や尿パッド交換を一方的に行うと感じる)」が原因
と考える.脱衣や歩行,パッド交換を患者本人のペースで
行動することで,見当識障害や遂行機能障害でも現在の行
動を理解できると考える.適温環境や心地よさを提供し,
尊厳を保つことも重要である.家族に関わり方の行動と反
応の意味付けを行うことで,今後の関わり方につなげるこ
とができると考える.
39．認知症サポーター活動に関する実態と今後の課題
―群馬県内への調査結果より―
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【目 的】 群馬県の認知症サポーター活動を推進するため
に,県内の各市町村における活動の実態を明らかにし,今
後の課題を検討した.【方 法】 郵送法による無記名の
自記式質問紙調査を実施した.対象者は,群馬県全35市町
村の認知症サポーター養成担当部門責任者とした.調査期
間は平成27年2月16日から同年2月26日とした.主な
調査項目は,認知症サポーター養成や活動状況,体制,要望
等である.データ分析は,単純集計,記述統計分析を行った.
【倫理的配慮】 群馬大学医学部疫学研究に関する倫理審査
委員会の承認を得て行った.書面にて研究の目的,方法,研
究参加の任意性の保障等を記し,返送をもって研究参加の
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